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要　約
　第 4 次産業革命において，IoT（Internet of Things）は，ビックデータや AI（Artificial Intelligence）
とともに重要な技術的要素となっている。IoT 関連発明は，従来の発明とは異なり，改良を重ねて発明に到達
するという流れではなく，「課題」を設定し，設定された「課題」を解決するために必要な「解決手段」を検
討することで創出されると筆者は考える。IoT 関連発明の創出において，「課題」および「解決手段」の視点
は，発明創出活動において重要な視点である。ここで，本調査研究においては，IoT 関連発明を「課題」およ
び「解決手段」の視点で調査分析することで，IoT 関連発明における「課題」および「解決手段」の内容・傾
向を確認することを試みている。また，これらの調査分析結果を参考に，IoT 関連発明を創出する際の視点等
について検討することを試みている。
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1.はじめに
　 第 4 次 産 業 革 命 に お い て，IoT（Internet of 
Things） は， ビ ッ ク デ ー タ や AI（Artificial 
Intelligence）とともに重要な技術的要素となってい
る。IoT においては，例えば，「工場の機械の稼働状
況から，交通，気象，個人の健康状況まで様々な情報

がデータ化され，それらをネットワークでつなげてま
とめ，これを解析・利用することで，新たな付加価値
を生じさせる」ことが期待されている（1）。
　更には，近年，第 4 次産業革命への対応がより重要
視されており，例えば，「未来投資戦略 2017」におい
て，「中長期的な成長を実現していくため，第 4 次産
業革命の技術革新をあらゆる産業や社会生活に取り入
れることにより，様々な社会課題を解決する Society 
5.0 を世界に先駆けて実現する」ことが提言されてい
る（2）。ここで，第 4 次産業革命における IoT 等の技術
革新は，効率化，省力化や技術の高度化等の技術的な
課題を解決するだけではなく，社会的な課題を解決す
る手段と捉えられている。
　また，IoT は様々な分野に適用されている（図 1 参
照）。図 1 に示された分野は例示であり，IoT は，実
質的には全ての産業分野に適用されると認識する必要
がある。そのため，IoT 関連発明の創出は，全ての産
業分野において検討すべき事項であるといえる。
　ここで，IoT 関連発明は，従来の発明とは異なり，
改良を重ねて発明に到達するという流れではなく，

「解決課題（以下「課題」という。）」を設定し，設定
された「課題」を解決するために必要な「解決手段」，
例えば，取得・利用すべき情報，情報を利用した判
定・推定や所定の制御等の内容を検討することで創出
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されると筆者は考える。IoT 関連発明の創出において
は，「課題」の設定が重要であり，「解決手段」は設定
された「課題」に対応したものとなる。
　ここで，「課題」は，例えば，社会的な課題，人に
関する課題，事業に関する課題や技術的な課題等があ
る。「課題」は，例えば，社会・技術動向の変化によ
り生じる。また，各産業分野・技術分野ごとに生じる
特有の「課題」もある。
　「解決手段」については，設定された「課題」を解
決するための各種情報，判定・推定や所定の制御等を
好適に組み合せて構成されるが，どのような視点・要
素を重視しているか等は，発明創出活動において重要
な事項である。
　ここで，本調査研究においては，IoT 関連発明を

「課題」および「解決手段」の視点で調査分析するこ
とで，IoT 関連発明における「課題」および「解決手
段」の内容・傾向を確認することを試みる。更には，
各分野における特徴や経時的な変化を確認することを
試みる。また，これらの調査分析結果を参考に，IoT
関連発明を創出する際の視点等について検討すること
を試みる。

2.調査分析の概要
1）調査分野
　本調査分析においては，まず，IoT 関連発明に付さ
れているファセット分類である ZIT（IoT 関連発明全
体）について調査分析した。
　更には，ZIT（IoT 関連発明全体）に含まれる用途

別に細分化された分類のうち，ZJC（製造用），ZJG
（ホームアンドビルディング・家電用），ZJT（運輸用）
の 3 分類について，詳細に調査分析した。
2）調査方法
　以下の条件で特許調査した。
　　・使用データベース：J-PlatPat（3）

　　・使用日時：2019 年 9 月～10 月
　　・調査項目：ファセット：ZIT，ZJC，ZJG，ZJT
　　・�取得情報：公開件数，IPC・FI 情報，書誌事

項，要約／抄録（必要に応じて請求の範囲，明
細書）等

3）分析方法
　ZJC（製造用），ZJG（ホームアンドビルディング・
家電用），ZJT（運輸用）の 3 分野（分類）について，
下記分析を行った。
　分析対象・件数は，ZJC の件数（73 件）を基準と
し て，ZJG（75 件 ），ZJT（75 件 ） と し た。ZJG，
ZJT においては，最新（近年）の 25 件，中間時期の
25 件，最も古い（初期）25 件を分析対象とした（ZJC
も同様に区分）。各分野（分類）において，「初期」

「中間時期」「近年」の件数推移についても分析した。
　主に要約／抄録の記載を分析し，必要に応じて請求
の範囲，明細書の記載を参照して分析した。各出願ご
とに，「課題」および「解決手段」を視点として分析
した。

（1）課題の分析
　課題の記載内容に基づいて，詳細分類項目を設定し
ながら各出願を分類した。その後，詳細分類項目を中

図 1　IoT 関連発明の適用分野例
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位・上位分類に集約し，各分野（ファセット分類）ご
との課題の特徴・傾向を分析した。なお，各分類の割
合（％）は，各分類の項目を含む出願の割合であり，
例えば，ZJG（全 75 件）において所定分類の項目を
含む出願（分類される出願）が 10 件の場合，上記割
合（％）は 10 件／ 75 件＝ 13.3％となる。また，各出
願は，複数の分類項目に分類される。以下の解決手段
における分類の割合（％）についても同様である。

（2）解決手段の分析
　同様に，解決手段の記載内容に基づいて，詳細分類
項目を設定しながら各出願を分類した。その後，詳細
分類項目を中位・上位分類に集約し，各分野（ファセッ
ト分類）ごとの解決手段の特徴・傾向を分析した。

（3）横断分析
　「課題」および「解決手段」につき，ZJC，ZJG，
ZJT 分野について横断分析を行った。ZJC，ZJG，
ZJT 分野の「課題」および「解決手段」における特
徴・傾向を比較・分析した。

3.IoT 関連発明の状況
1）件数（公開）推移
　図 2 により，ZIT（IoT 関連発明全体）の件数（公
開）推移について示す。IoT 関連発明の件数は，全体
的には増加傾向である。IoT 関連発明の件数は，2014
年から急増し，それ以降は同程度の件数で推移し，
2018 年に急増している。IoT 関連発明は，近年急増
し，更に増加する傾向にあるといえる。

図 2　ZIT（IoT 関連発明全体）の件数推移

2）IoT 関連発明における技術分野
（1）IoT 関連発明全体
　表 1 により，IoT 技術が適用される分野について示
す。表 1 には，ZIT（IoT 関連発明全体）の出願に付
された技術分類うち，件数の多い技術分類であって，
G06 系の技術分類を除いた結果が示されている。つま

り，IoT 技術が適用された技術分野が示されている。
　表 1 に示すように，IoT 技術が適用された技術分野
として，「道路上の車両に対する交通制御システム」

「診断のための検出，測定または記録等」「航行」「他
の電気システムとの結合のために特に適合した電話通
信方式」「遠隔制御システム等」「金銭登録機」「警報
状態の所在を中央局に通報する警報システム等」「地
図等」「プログラム制御系」等が多いことがわかった。

表 1　IoT 技術が適用される分野

（2）各分野（ファセット分類）
　表 2 により，各分野（ファセット）ごとの件数およ
び割合（対 IoT 関連発明全体）について示す。表 2
に示すように，IoT 関連発明は，サービス業用（ZJM），
運輸用（ZJT），ホームアンドビルディング・家電用

（ZJG），ヘルスケア・社会福祉事業用（ZJP）等の分
野（ファセット）に多く出願されていることがわかっ
た。これらの分野は，IoT 技術の開発・事業化に積極
的な分野であると考えられる。

4.特許情報の詳細分析
1）概要
　上記表 2 により示された件数上位の分野（ファセッ
ト）を参考に，以下の 3 分野（ファセット）を詳細分
析の対象分野とした。具体的には，上位 3 分野のうち

表 2　IoT 各分類（ファセット）ごとの件数および割合
分類 件数 割合
ZJA 29 1.1%
ZJC 74 2.8%
ZJE 103 3.9%
ZJG 223 8.5%
ZJI 21 0.8%
ZJK 52 2.0%
ZJM 374 14.3%
ZJP 230 8.8%
ZJR 52 2.0%
ZJT 283 10.8%
ZJV 105 4.0%
ZJX 113 4.3%

ホームアンドビルディング用；
建設業用
金融用

概要

サービス業用
ヘルスケア用；社会福祉事業
ロジスティックス用
運輸用
情報通信業用
アミューズメント用；スポーツ

農業用；漁業用；鉱業用
製造用
電気，ガスまたは水道供給用
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運輸用（ZJT），ホームアンドビルディング・家電用
（ZJG）を選択し，これらの分野に技術的に比較的近
く，事業タイプ等が異なる分野（ファセット）である
ZJC（製造用）を追加選択し，当該 3 分野（ZJC，
ZJG，ZJT）を詳細分析の対象分野とした。表 3 にお
いて，詳細分析の対象分野（ZJC，ZJG，ZJT）につ
いて，「公共性」「事業タイプ」「人との関係」「ライフ
サイクル」について簡単に整理した。以下，各分野

（ファセット）における詳細な分析結果について説明
する。

表 3　調査分析の対象分野

2）ZJC（製造用）
（1）件数推移
　図 3 により，ZJC（製造用）の件数（公開）推移に
ついて示す。ZJC（製造用）の件数は，波はあるが全
体的には増加傾向である。ZJC（製造用）の件数は，
2014 年から急増し，2016，7 年は減少したが，2018
年には急増している。
　ZJC（製造用）の分野において，IoT 関連発明は，
近年急増し，更に増加する傾向にあるといえる。

（2）技術分野
　表 4 により，ZJC（製造用）の分野において IoT 技
術が適用される技術分野について示す。表 4 には，
ZJC（製造用）の出願に付された技術分類のうち，件
数の多い技術分類であって，G06 系の技術分類を除い
た結果が示されている。つまり，ZJC（製造用）の分
野において IoT 技術が適用された技術分野が示され
ている。以下，ZJG，ZJT においても同様である。
　表 4 に示すように，ZJC（製造用）において，IoT
技術が適用された技術分野として，「プログラム制御
系」「制御系またはその一部の試験または監視」「工作

図 3　ZJC（IoT：製造用）の件数推移

機械上において指示または測定する装置の配置」「付加
製造，すなわち付加堆積，付加凝集または付加積層に
よる 3 次元［3D］物体の製造」「付加製造のためのデー
タ取得またはデータ処理」等が多いことがわかった。
表 4　ZJC（製造用）における IoT が利用される技術分野

（3）課題分析
　①概要（上位）
　表 5 により，ZJC（製造用）における課題の分析

（上位）を示す。表 5 に示すように，課題の上位分類
として，「社会的課題」「人に関する課題」「事業的課
題」「技術的課題」に集約した。他の分野（ZJG，
ZJT）においても同様に集約分類した。
　表 5 に示すように，ZJC（製造用）において，「技
術的課題」が最も件数・割合が高く，次いで「人に関
する課題」「事業的課題」が続き，「社会的課題」は 0
件であった。「技術的課題」の割合が他の課題と比べ
て非常に高いことが特徴である。
　件数推移の傾向としては，「技術的課題」は中間時
期には増加したが近年は少し減少しており，「人に関
する課題」「事業的課題」は増加傾向にある。
　上述より，ZJC（製造用）においては，「技術的課
題」が中心であるが，「人に関する課題」「事業的課
題」へ少しシフトしているといえる。

表 5　ZJCにおける課題の分析（上位）
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②詳細（中位・下位）
　表 6 により，ZJC（製造用）における課題の分析

（詳細）を示す。表 6 においては，課題の上位分類の
うち，件数・割合の高い「技術的課題」「人に関する
課題」について，中位分類・下位分類（詳細分類）の
概要および割合（上位分類における中位分類の割合）・
件数推移の傾向を示す。なお，中位分類は上位分類に
含まれる中位分類のうち件数・割合が高いものを例示
している。また，詳細分類は，中位分類に含まれる下
位の詳細分類のうち，件数・割合の高いものを例示列
挙している。以下，他の分野（ZJG，ZJT）において
も同様の流れで説明する。
　表 6 に示すように，「技術的課題」においては，「管
理・メンテ」「製造・運転」の割合が高い。特に「管
理・メンテ」は割合も高く，件数も増加傾向にある。
ZJC において，「管理・メンテ（自動化，高精度・正
確，予測・推定，早期・リアルタイム，支援等）」は，
重要な技術的課題であることがわかった。
　また，「人に関する課題」においては，「作業者」の
割合が高く，「作業者（支援，視覚的，負担軽減等）」
は，重要な課題であることがわかった。

表 6　ZJCにおける課題の分析（詳細）

（4）解決手段分析
　①概要（上位）
　表 7 により，ZJC（製造用）における解決手段の分
析（上位）を示す。表 7 に示すように，解決手段の上
位分類として，「管理」「製造」「人・作業」「制御」

「支援」「判定・評価・検出」「推定・決定・予測」「ア
ウトプット」に集約した。当該 ZJC 分野はデータ取
得・利用において分野特有の特徴があり，「管理」「製
造」「人・作業」に分けて分類している。この点にお
いて，他の分野（ZJG，ZJT）と相違する。
　表 7 に示すように，ZJC（製造用）において，「管
理」「製造」「制御」「アウトプット」の順で件数・割
合が高いことがわかった。件数推移の傾向としては，

「制御」が継続的に増加傾向であり，「製造」は近年増
加傾向にあることがわかった。「管理」「アウトプッ
ト」は減少傾向にあることがわかった。
　「解決手段」は，全体的には「制御」の工夫により
上述の「課題」に対応しようとしているように思われ
る。

表 7　ZJCにおける解決手段の分析（上位）

②詳細（中位・下位）
　表 8 により，ZJC（製造用）における解決手段の分
析（詳細）を示す。表 8 においては，解決手段の上位
分類のうち，件数・割合の高い「管理」「製造」「制
御」「アウトプット」について，中位分類・下位分類

（詳細分類）の概要および割合（上位分類における中
位分類の割合）・件数推移の傾向を示す。
　表 8 に示すように，「管理」においては，「取得（情
報）」が増加傾向であり，「製造」においては「運転・
運用」「製造条件」の割合が高く，増加傾向にある。
また，「制御」は全体的に増加傾向であり，特に「運
転・運用（設定値，装置情報，動作制御，機能制御
等）」「情報系（設定値変更・更新等）」は割合も高く，
増加傾向である。また，「アウトプット」は全体的に
減少傾向であり，特に「表示」が減少傾向であること
がわかった。
　上述より，ZJC（製造用）においては，「管理」「製
造」における各種情報を利用した「制御」により課題
を解決する発明を創出する方向のように思われる。ま
た，「表示」の工夫による発明創出からデータ処理・
制御の工夫による発明創出にシフトしているように思
われる。
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表 8　ZJCにおける解決手段の分析（詳細）

3）ZJG（ホームアンドビルディング・家電用）
（1）件数推移
　図 4 により，ZJG（ホームアンドビルディング・家
電用）の件数（公開）推移について示す。ZJG（ホー
ムアンドビルディング・家電用）の件数は，2014 年
に急増したものの，その後は年々減少している。
　ZJG の分野において，IoT 関連発明は，全体件数と
しては多いものの，近年においては件数が少なくなっ
ているという状況である。

図 4�　ZJG（IoT：ホームアンドビルディング・家電用）の件
数推移

（2）技術分野
　表 9 により，ZJG（ホームアンドビルディング・家
電用）の分野において IoT 技術が適用される技術分
野について示す。表 9 に示すように，ZJG（ホームア
ンドビルディング・家電用）において，IoT 技術が適
用される技術分野として，「他の電気システムとの結
合のために特に適合した電話通信方式」「遠隔制御シ
ステム等」「一般的な構造上の特徴」「文書または類似
のものの走査，伝送または再生」「他に分類されない
タイプライタまたは選択的プリンティング機構の細部
等」「警報状態の所在を中央局に通報する警報システ

ム」等が多いことがわかった。
表 9�　ZJG（ホームアンドビルディング・家電用）における
IoT が利用される技術分野

（3）課題分析
①概要（上位）
　表 10 により，ZJG（ホームアンドビルディング・
家電用）における課題の分析（上位）を示す。表 10
に示すように，ZJG において，「技術的課題」が最も
件数・割合が高く，次いで「人に関する課題」「事業
的課題」「社会的課題」と続くことがわかった。ZJC

（製造用）と比べ，「人に関する課題」「事業的課題」
の件数・割合が高く，「社会的課題」を課題とする出
願がある点で相違する。
　件数推移の傾向としては，いずれの課題も大きな増
減はみられず，ZJG 分野においては，「課題」に大き
な変化はみられない。

表 10　ZJGにおける課題分析（上位）

②詳細（中位・下位）
　表 11 により，ZJG（ホームアンドビルディング・
家電用）における課題の分析（詳細）を示す。表 11
においては，課題の上位分類のうち，件数・割合の高
い「技術的課題」「人に関する課題」について，中位
分類・下位分類（詳細分類）の概要および割合（上位
分類における中位分類の割合）・件数推移の傾向を示す。
　表 11 に示すように，「技術的課題」においては，

「制御」「メンテ」「商品・サービス」「操作」の割合が
高い。特に「制御」は割合も高く，件数も増加傾向に
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ある。ZJG において，「制御（制御全般，最適調整，
データ等）」という課題は，重要な技術的課題である
ことがわかった。また，「操作（遠隔，簡易化，負担
減等）」は増加傾向にあり，注目されている技術的課
題であると思われる。
　また，「人に関する課題」においては，「使用性

（ユーザ個別対応，待ち時間等）」の割合が高く，重要
な課題であることがわかった。また，「状態（各状態，
在室等）」は増加傾向であり，「人に関する課題」にお
いて注目されている課題であると思われる。

表 11　ZJGにおける課題分析（詳細）

（4）解決手段分析
①概要（上位）
　表 12 により，ZJG（ホームアンドビルディング・
家電用）における解決手段の分析（上位）を示す。表
12 に示すように，解決手段の上位分類として，「情報
取得・利用」「制御」「評価・判定」「推定・決定」「情
報セキュリティ」「アウトプット」に集約した。当該
ZJG分野は後述するZJT分野と同様の上位分類になっ
ているが，「情報セキュリティ」が別途設定された点
で相違している。
　表 12 に示すように，ZJG において，「情報取得・利
用」「制御」「アウトプット」の順で件数・割合が高い
ことがわかった。「情報取得・利用」（実際には 100％
となるであろうが，要約／抄録の分析からは下表の割
合となっている。）は，件数・割合は高いが，件数推
移は少し減少傾向にある。「制御」については，件数・
割合も高く，件数推移も増加傾向にあり，当該分野に
おいても注目される項目であることがわかった。
　「制御」というキーワードは，上述の「課題」に対
応しているが，全体的には，「解決手段」と「課題」
との対応は見えにくい。当該分野に含まれる製品・
サービスが多様であることが要因の一つであると思わ
れる。

表 12　ZJGにおける解決手段の分析（上位）

②詳細（中位・下位）
　表 13 により，ZJG（ホームアンドビルディング・
家電用）における解決手段の分析（詳細）を示す。表
13 においては，解決手段の上位分類のうち，件数・
割合の高い「情報取得・利用」「制御」「アウトプッ
ト」について，中位分類・下位分類（詳細分類）の概
要および割合（上位分類における中位分類の割合）・
件数推移の傾向を示す。
　表 13 に示すように，「情報取得・利用」において
は，「取得情報（動作状況，画像・映像，操作情報等）」
および「外部からの情報（指示・要求，リスト情報
等）」が近年において増加傾向であり，重要な要素・
視点であることわかった。また，「制御」は全体的に
増加傾向であり，「情報系（通信制御，画像処理，
データ処理等）」の割合が高いことが特徴である。当
該分野においては，情報処理が重要な視点であること
がわかった。また，「動作状態（状態変化，モード変
化，動作状況制御等）」「制御全般（制御データ，時間
等）」「各機能制御（電源制御，加熱制御等）」が増加
傾向にあることがわかった。また，「アウトプット」
は全体的には維持傾向であるが，「表示」は近年にお
いて減少傾向であることがわかった。また，当該分野
においては，「外部」からの情報取得や「外部」への
通知等が増加傾向にあることもわかった。
　上述より，ZJG（ホームアンドビルディング・家電
用）においては，各種取得等した「情報」を「情報処
理」して動作状態等を「制御」することで，課題を解
決する発明を創出する方向のように思われる。また，
当該分野においては，「外部」との連携も注目すべき
視点になっていると思われる。
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表 13　ZJGにおける解決手段の分析（詳細）

4）ZJT（運輸用）
（1）件数推移
　図 5 により，ZJT（運輸用）の件数（公開）推移に
ついて示す。ZJT（運輸用）の件数は，全体的には増
加傾向にあるといえる。ZJT（運輸用）の件数は，
2014 年から急増し，2016 年に減少したが，2017，8
年には再増加している。全体的には，2014 年以降，
同程度の件数を維持しているといえる。
　ZJT（運輸用）の分野において，IoT 関連発明は，
2014 年以降，件数も多くかつ同程度で維持されてい
る。ZJT（運輸用）は，IoT 関連発明の創出・出願活
動が継続的に活発な分野であるといえる。

図 5　ZJT（IoT：運輸用）の件数推移

（2）技術分野
　表 14 により，ZJT（運輸用）の分野において IoT
技術が適用される技術分野について示す。表 14 に示
すように，ZJT（運輸用）において，IoT 技術が適用
される技術分野として，「道路上の車両に対する交通
制御システム」「航行」「道路走行用車両の運動制御シ
ステムであって目的によって特徴づけられるもの等」

「道路走行用車両の運動制御システムのためのパラ
メータの推定または演算等」「地図」「事故又は他の交
通危機の場合乗員又は歩行者を負傷から保護又は防止
するための車両の装置又は部品」「道路走行用車両の

運動制御システムの細部」「制動をきかせる初動装置」
等が多いことがわかった。

表 14　ZJT（運輸用）における IoT が利用される技術分野

（3）課題分析
①概要（上位）
　表 15 により，ZJT（運輸用）における課題の分析

（上位）を示す。表 15 に示すように，ZJT（運輸用）
において，「技術的課題」が最も件数・割合が高く，
次いで「社会的課題」「人に関する課題」「事業的課
題」と続くことがわかった。当該分野においては，

「社会的課題」の件数・割合が非常に高いことが特徴
である（他の分野：0％（ZJC），2.7％（ZJG））。また，

「人に関する課題」の件数・割合も他の分野に比べて
高いことも特徴である。
　件数推移の傾向としては，割合の高い「技術的課題」

「社会的課題」「人に関する課題」は維持傾向にある。
　上述より，ZJT（運輸用）においては，「技術的課
題」だけでなく，「社会的課題」「人に関する課題」に
ついて長年検討され続けていることがわかった。ま
た，「社会的課題」の割合が他の分野に比べて格段に
高い点は当該 ZJT（運輸用）特有の特徴である。

表 15　ZJT における課題分析（上位）

②詳細（中位・下位）
　表 16 により，ZJT（運輸用）における課題の分析

（詳細）を示す。表 16 においては，課題の上位分類の
うち，件数・割合の高い「技術的課題」「社会的課題」
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について，中位分類・下位分類（詳細分類）の概要お
よび割合（上位分類における中位分類の割合）・件数
推移の傾向を示す。
　表 16 に示すように，「技術的課題」においては，

「製品・サービス全体（品質，安心，容易等）」は高い
割合であり重要な技術的課題であるが減少傾向にあ
る。「動作（自動運転，運転支援，自動駐車等）」「判
定（高精度，路面状況等）」は割合も高く，増加傾向
にあり，重要な技術的課題になってきている。
　また，「社会的課題」においては，「交通（走行管
理，交通需要予測，渋滞等）」の割合が高く，重要な
社会的課題になっていることがわかった。また，「生
活（駐車，充電，配車等）」「生命安全（安全性（走
行），事故回避等）」は増加傾向にあり，重要度が上昇
している社会的課題であることがわかった。

（4）解決手段分析
①概要（上位）
　表 17 により，ZJT（運輸用）における解決手段の
分析（上位）を示す。表 17 に示すように，解決手段
の上位分類として，「情報取得・利用」「遠隔操作」

「選択」「制御」「判定・評価・検出」「推定・決定・予
測」「アウトプット」に集約した。当該 ZJT 分野は上
述の ZJG 分野と同様の上位分類になっているが，「遠
隔操作」「選択」が別途設定された点で相違している。
　表 17 に示すように，ZJT（運輸用）において，「情
報取得・利用」「制御」「アウトプット」「判定・評価・
検出」の順で件数・割合が高いことがわかった。「情
報取得・利用」（実際には 100％となるであろうが，
要約／抄録の分析からは下表の割合となっている。）
は，件数・割合は高く，件数推移は維持傾向にあるこ

表 16　ZJT における課題分析（詳細）

詳細分類 割合 傾向

製品・サービス
全体

品質，安心，容易等 24.6%

動作
自動運転,運転支援，
自動駐車等

18.0%

判定 高精度，路面状態等 13.1%

情報収集
正確，充電計画，駐
車場

11.5%

アウトプット 通知・表示 11.5%

交通
走行管理，交通需
要予測，渋滞等

44.4%

生活 駐車，充電，配車等 19.4%

生命安全
安全性（走行），事
故回避等

16.6%

環境 排気ガス 2.8%

社会
48.6%

技術
81.6%

とがわかった。「制御」については，件数・割合は高
く，件数推移も増加傾向にあり，当該分野においても
注目される視点・要素であることがわかった。また，

「判定・評価・検出」の割合が比較的高いことは，当
該 ZJT 分野の特徴の一つである。
　全体的には「課題」との対応は見えにくいが，「技
術的課題」の「動作」「判定」や「社会的課題」の

「交通」「生活」「生命安全」等の課題ついて，「情報取
得・利用」「判定・評価・検出」「制御」を組み合わせ
て対応しているように思われる。

表 17　ZJT における解決手段の分析（上位）

②詳細（中位・下位）
　表 18 により，ZJT（運輸用）における解決手段の
分析（詳細）を示す。表 18 においては，解決手段の
上位分類のうち，件数・割合の高い「情報取得・利
用」「制御」「アウトプット」について，中位分類・下
位分類（詳細分類）の概要および割合（上位分類にお
ける中位分類の割合）・件数推移の傾向を示す。
　表 18 に示すように，「情報取得・利用」において
は，「取得情報（運転状況，外部状況，機器状況等）」

「記憶部の情報（車両，運行，地図・経路，機能）」の
割合が高いことがわかった。また，「抽出・算出・生
成情報（運行用，制御用）」の割合も高いことがわ
かった。ZJT 分野においては，「各種状況の情報」や

「地図，経路の情報」等の各種情報を利用して「抽出・
算出・生成」することで得た 2 次情報を更に「取得・
利用」することが重要になってきていると思われる。
また，「制御」は全体的に増加傾向であり，「情報系

（送受信，情報生成等）」の割合が高いことも特徴であ
る。上述の「各種状況の情報」や「2 次情報」を制御
に利用することは重要な視点・要素であることがわか
る。「制御」において，「機器（各機能制御等）」「運転

（速度，距離，回避等）」は増加傾向であり，これらの
視点・要素も更に重要になると思われる。また，「ア
ウトプット」は全体的には減少傾向であり，他の分野
同様に「表示」は減少傾向である。また，「判定・評
価・検出」は減少傾向であるが，「運転（運転者，そ
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の他）の判定・評価等」という視点およびその割合が
高いことは ZJT（運輸用）の特徴的な視点・要素の
一つである。
　上述より，ZJT（運輸用）においては，各種「取得」

「抽出・算出・生成」した「（1 次，2 次）情報」を利
用して「判定・評価」等すると共に，「機器」「運転」
を「制御」することで課題を解決する発明を創出する
方向のように思われる。

表 18　ZJT における解決手段の分析（詳細）

5.横断分析
1）課題の横断分析
　表 19 により，課題の横断分析（上位）を示す。表
19 においては，課題の上位分類「社会的課題」「人に
関する課題」「事業的課題」「技術的課題」につき，
ZJC，ZJG，ZJT 分野について横断分析を行った。こ
こで，表 19 において，比率は，各分野（ZJC，ZJG，
ZJT）それぞれにおいて「技術的課題」を基準にした
比率である。

（1）「社会的課題」
　「社会的課題」については，ZJC（製造用）は 0％で
あること，ZJT（運輸用）は 48％であることが特徴
的な点である。ZJC（製造用）においては，「社会的
課題」の視点が現時点では少ないことがわかった。ま
た，ZJT（運輸用）においては，約半数の出願におけ
る課題が「社会的課題」の項目を含むという点で，

「社会的課題」の視点が非常に強いことがわかった。
（2）「人に関する課題」
　「人に関する課題」は「技術的課題」に次いで全体
的に割合の高い課題であることがわかった。また，

「人に関する課題」については，「ZJT（運輸用）」

「ZJG（ホームアンドビルディング・家電用）」「ZJC
（製造用）」の順で割合が高いことがわかった。「人に
関する課題」の割合は，各分野における「人」との関
係の強さに関連するように思われる（表 3）。

（3）「事業的課題」
　「事業的課題」は「人に関する課題」に次いで全体
的に割合の高い課題であることがわかった。また，

「事業的課題」については，「ZJG（ホームアンドビル
ディング・家電用）」「ZJT（運輸用）」「ZJC（製造
用）」の順で割合が高いことがわかった。「事業的課
題」の割合は，各分野における「事業タイプ（BtoB，
BtoC）」に関連するように思われる（表 3）。

（4）「技術的課題」
　「技術的課題」は，割合が最も高い課題であること
がわかった。また，「技術的課題」については，「ZJG

（ホームアンドビルディング・家電用）」「ZJT（運輸
用）」「ZJC（製造用）」の順で割合が高いことがわかっ
た。「技術的課題」の割合は，各分野における「商品・
サービスのライフサイクル（技術改良のスピード）」
に関連するようにも思われる（図 3）。

（5）その他
　また，表 19 に示すように，課題の割合バランスは，
各分野（ZJC，ZJG，ZJT）ごとに異なることがわかっ
た。例えば，ZJC（製造用）は「技術的課題」偏重で
あり，ZJG（ホームアンドビルディング・家電用）は

「技術的課題」重視ではあるが「人に関する課題」「事
業的課題」の割合も比較的高く，ZJT（運輸用）は

「技術的課題」を重視しながら「社会的課題」の割合
が非常に高く，「人に関する課題」の割合も高い。こ
のように，課題内容および課題の割合バランスは，各
分野ごとに（考えていた以上に）異なっていることが
わかった。

表 19　課題の横断分析

2）解決手段の横断分析
　表 20 により，解決手段の横断分析（上位）を示す。
表 20 においては，解決手段の上位分類として「情報
取得・利用等」「制御」「判定・評価等」「推定等」「ア
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ウトプット」に集約し，ZJC，ZJG，ZJT 分野の横断
分析を行った。

（1）「情報取得・利用等」
　横断比較のため，ZJC（製造用）においては「管理」

「製造」「人・作業」を統合したものを「情報取得・利
用等」としている。ZJC（製造用）における「管理」

「製造」「人・作業」を統合した「情報取得・利用等」
は，他の分野における「情報取得・利用等」と同程度
の件数・割合になると思われる。
　そして，「情報取得・利用等」は，ZJC（製造用），
ZJG（ホームアンドビルディング・家電用），ZJT（運
輸用）いずれの分野においても最も高い割合の視点・
要素である（実際には 100％となるであろうが，要約
／抄録の分析からは下表の割合となっている。）。「情
報取得・利用等」の割合は維持または減少傾向である
が，必須の視点・要素である。

（2）「制御」
　「制御」は，「情報取得・利用等」に次いで全体的に
割合が高い視点・要素である。「制御」については，
ZJC（製造用），ZJG（ホームアンドビルディング・家
電用），ZJT（運輸用）いずれの分野においても増加
傾向である。「制御」は，ZJC，ZJG，ZJT いずれの
分野においても今後さらに重要になる視点・要素であ
ることがわかった。また，「制御」においては，ZJG，
ZJC，ZJT の順で割合が高いことがわかった。特に，
ZJG（ホームアンドビルディング・家電用）分野にお
いて「制御」の割合が高いことがわかった。

（3）「判定・評価等」
　「判定・評価等」は，「制御」「アウトプット」に次
いで割合が高い視点・要素である。「判定・評価等」
は，ZJC，ZJG，ZJT いずれの分野においても同様の
割合であり，全体的に維持または減少傾向である。

「判定・評価等」については，ZJC，ZJG，ZJT いず
れの分野においても一定程度の割合であり，必須の視
点・要素であることがわかった。

（4）「推定等」
　「推定等」は，「判定・評価等」に次いで割合が高い
視点・要素である。「推定等」は，ZJG（ホームアン
ドビルディング・家電用），ZJT（運輸用），ZJC（製
造用）の順で割合が高い。「推定等」は，ZJC,ZJG 分
野においては増加傾向である。「推定等」については，
ZJC，ZJG，ZJT いずれの分野においても必須の視点・
要素であり，今後も更に重要になる視点・要素になる

と思われる。
（5）「アウトプット」
　「アウトプット」は，「制御」に次いで割合が高い視
点・要素である。「アウトプット」は ZJG（ホームア
ンドビルディング・家電用），ZJC（製造用），ZJT

（運輸用）の順で割合が高い。「アウトプット」は，全
体的には維持または減少傾向である。特に，「表示」
については，いずれの分野においても近年は減少傾向
であり，表示態様の工夫で発明創出する流れから情報
処理や制御により発明創出する流れへのシフトを示唆
していると考える。

（6）その他
　また，表 20 に示すように，解決手段の割合バラン
スは，各分野（ZJC，ZJG，ZJT）ごとに異なること
がわかった。また，解決手段の分類項目は，各分野

（ZJC，ZJG，ZJT）ごとに異なることがわかった。上
位分類レベルにおいても，ZJC では「情報取得・利
用」ではなく「管理」「製造」「人・作業」で分類した
方が特徴に対応して違和感のない分類となっている。
ZJC（製造用）において，取得・利用情報が「管理」

「製造」「人・作業」というカテゴリに分類できるとい
う点は特徴の一つである。また，ZJC（製造用）にお
いては，作業等の「支援」という分類も特徴の一つで
ある。
　また，ZJG（ホームアンドビルディング・家電用）
においては，「制御」「アウトプット」の割合が高いと
いう特徴がある。ZJG においては，情報処理の流れに
沿った視点・要素の割合が高くなっている。また，情
報処理等の視点である「情報セキュリティ」という上
位分類も特徴の一つである。
　また，ZJT（運輸用）においては，「情報取得・利
用」の割合が高く，「制御」「判定・評価等」「推定等」
の割合が比較的高いことがわかった。また，「遠隔操
作」「選択」という操作に関する上位分類も特徴の一
つである。

表 20　解決手段の横断分析
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6.結果まとめ及び発明創出の視点
1）結果のまとめ

（1）課題について
　以下，課題に関する分析結果を簡単にまとめる。
◎「技術的課題」：非常に高い割合
◎「人に関する課題」：比較的高い割合
◎「事業的課題」：比較的低い割合であるが増加傾向
◎「社会的課題」：ZJT（運輸用）のみで高い割合
◎�「課題内容および割合バランス」：各分野ごとに異

なっている
　・ZJC（製造用）：「技術的課題」偏重
　・�ZJG（ホームアンドビルディング・家電用）：「技

術的課題」重視ではあるが「人に関する課題」
「事業的課題」の割合も比較的高い

　・�ZJT（運輸用）：「技術的課題」を重視しながら
「社会的課題」の割合が非常に高く，「人に関する
課題」の割合も高い

◎�「課題」の内容・傾向について，各分野とも大きな
変化がみられない（今後は変化すると筆者は推測）

（2）解決手段について
　以下，解決手段に関する分析結果を簡単にまとめる。
◎�「情報取得・利用等」：いずれの分野においても最

も高い割合
◎�「制御」：「情報取得・利用等」に次いで全体的に割

合が高い＋増加傾向
◎�「アウトプット」：比較的高い割合であるが，「表

示」についてはいずれの分野においても近年は減少
傾向

◎�「解決手段の内容および割合バランス」：各分野ご
とに異なっている

　・�ZJC（製造用）：「情報取得・利用」の内容が「管
理」「製造」「人・作業」に分類される点は特徴。
ZJC においては，「管理」「製造」「人・作業」の
視点が重要。また，作業等における「支援」の視
点も特徴。

　・�ZJG（ホームアンドビルディング・家電用）：「制
御」「アウトプット」の割合が比較的高い。情報
処理の流れに沿った視点・要素の割合が高い。

「情報セキュリティ」の視点は特徴。
　・�ZJT（運輸用）：「情報取得・利用」の割合が高く，

「制御」「判定・評価等」「推定等」の割合が比較
的高い。「遠隔操作」「選択」等の操作の視点は特
徴。

◎発明創出の方向性
　・�ZJC（製造用）：「管理」「製造」における各種情

報を利用した「制御」により課題を解決する発明
を創出する方向

　・�ZJG（ホームアンドビルディング・家電用）：各
種取得等した「情報」を「情報処理」して動作状
態等を「制御」することで，課題を解決する発明
を創出する方向

　・�ZJT（運輸用）：各種「取得」「抽出・算出・生成」
した「（1 次，2 次）情報」を利用して「判定・評
価」等すると共に，「機器」「運転」を「制御」す
ることで課題を解決する発明を創出する方向

2）発明創出の視点
　以下，「課題」設定や「解決手段」検討の視点（例
示）を検討する。

（1）「課題」の設定
　課題についての結果のまとめより，以下の①②に注
目した。以下の通り「課題」設定の視点について検討
する。
　①�「課題内容および課題の割合バランス」は各分野

ごとに異なっている。
　　⇒各分野ごとの特徴・傾向を把握して課題を検討
　②�「課題」の内容・傾向について大きな変化がみら

れない。
　　⇒今後は「社会的課題」が増加すると予想
　上述より，「課題」設定においては，以下の視点が
有効であると考える。
　　�「課題」における各分野の特徴・割合バランス

を参照
　　「社会的課題」について検討

（2）「解決手段」の検討
　解決手段の結果のまとめより，以下の①～③に注目
した。以下の通り「解決手段」における視点について
検討する。
　①「情報取得・利用」が最重要である。
　　⇒可能であれば新しい情報（データ）を取得・利用
　②「制御」の割合がいずれの分野でも増加傾向
　　⇒�発明創出において要検討の視点・要素。「制御」

に必要・有用な情報を検討する視点も重要。
　③各分野ごとに特有の上位分類（視点）がある。
　　⇒�各分野において有用性が高く，特許性の高い発

明を創出可能な視点。
　上述より，「解決手段」の検討においては，以下の



IoT 関連発明における「課題」および「解決手段」の分析

パテント 2019 － 54 － Vol. 72　No. 14

視点が有効であると考える。
　　�新しい「情報」を検討する。「課題」の視点，

「制御」の視点，取得した情報を「加工・算出
等」する視点等より検討する。

　　�「制御」について検討する。「制御」については
前後も含めて「情報種類」「情報取得ルート」

「情報処理」「情報出力」「駆動」等について検
討する。また「判定・評価等」「推定等」との
組み合せも検討する。

　　�各分野ごとに特有の視点で検討する。ZJC（製
造用）においては（情報取得・利用における）

「管理」「製造」「人・作業」の視点および「支
援」の視点，ZJG（ホームアンドビルディン
グ・家電用）においては「情報セキュリティ」
の視点，ZJT（運輸用）においては「遠隔操作」

「選択」の視点で発明を検討する。

7.おわりに
　本調査研究において，IoT 関連発明を「課題」およ
び「解決手段」の視点で調査分析することで，IoT 関
連発明における「課題」および「解決手段」の内容・
傾向を確認することを試みた。詳細には，各分野にお
ける特徴や経時的な変化を確認することを試みた。
　本調査研究においては，IoT 関連発明における「課

題」および「解決手段」を下位（詳細）項目で分類
し，上位・中位分類に集約することで上述のような知
見が得られたが，上述の分類に限らず他の視点で分
類・集約することにより，別の有益な知見を得られる
ことが期待できる。
　また，上述の通り，これらの調査分析結果を参考
に，IoT 関連発明を創出する際の視点等について検討
し，その一例を提示した。
　本調査研究により得られた視点や知見が IoT 関連
発明創出等の知財活動に寄与することを期待する次第
である。
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